
206号
令和５年６月号

〒811-3437 宗像市久原180
メイトム宗像２階
TEL 0940-37-1300

発　行
社会福祉法人

宗像市社会福祉協議会

だ
よ
り

協
社

社　協　だ　よ　り 令和5年6月号No.206 10

赤い羽根共同募金・赤い羽根共同募金・
  歳末たすけあい募金  歳末たすけあい募金

運動への協力運動への協力

宗
像
大
社
で
の
街
頭
募
金

♦訪問介護事業　♦居宅介護支援事業
♦生きがい活動通所支援事業　♦要介護認定調査事業
♦スマイルハート(介護保険外介護・
　家事支援)事業の充実など

♦生活支援体制整備事業の推進
♦認知症サポーター養成や認知症の人やその家族を支援 
　する取り組み（チームオレンジ）の推進
♦ライフサポート事業(地域福祉権利擁護)および法人後見
　事業の実施
♦介護予防いきいき交流会の実施
♦市内社会福祉法人の連携・協働を推進する「社会福祉法
　人連絡会」の活動支援
♦心配ごと相談事業の実施など

♦ボランティア登録の促進
♦各種ボランティア講座の開催
♦新ボランティアネットワーク
　システムの運営
♦災害ボランティアセンターに
　関わる研修の実施など

♦福祉教育
　セミナーの実施

♦福祉教育推進校
　(園)の福祉体験
　学習の支援など

みんなで支えあう地域づくりの推進みんなで支えあう地域づくりの推進

ボランティア活動のボランティア活動の
推進推進

●● 障害者生活支援センター事業の適切な運営障害者生活支援センター事業の適切な運営
●● 発達支援センター療育施設 ｢のぞみ園｣ の適切な運営発達支援センター療育施設 ｢のぞみ園｣ の適切な運営
●● 大島福祉センター ｢ふれ愛センター｣ の適切な施設運営大島福祉センター ｢ふれ愛センター｣ の適切な施設運営
●● 子育て子育ち･母子寡婦福祉支援事業子育て子育ち･母子寡婦福祉支援事業
●● 福祉団体との連携・支援強化福祉団体との連携・支援強化
●● 低所得者等福祉事業の推進低所得者等福祉事業の推進

福祉教育の福祉教育の
推進推進

♦おもちゃ図書館の
　運営
♦声の広報配布事業
♦手話講習会事業
　など

いきいきふれあいサロン

地域での話し合いの場（協議体）

出張おもちゃ図書館

アイマスク体験学習

障がい児者障がい児者
福祉事業福祉事業

資金収支予算内訳表 (自)令和5年4月1日  (至)令和6年3月31日

収入
333,409
（千円）

香典返し寄付金など
2,300

市からの
補助金
78,953

市からの受託金
139,415福祉サービス

利用料など
6,448

介護保険
事業
67,386

障害福祉
サービス
事業
4,956

積立預金
などの利息

805

雑収入 289

前年度の繰越金
6,940

法人内部の資金移動
20,917

積立金取崩など
5,000

支出
333,409
（千円）

福祉団体などへの
助成金      8,698

退職手当積立など
6,503

法人内部の資金移動
20,917

予備費 2,574
次年度への繰越金
4,053

関係団体への負担金
205

共同募金配分金
7,757

事務費
10,050

人件費
246,750

事業費
25,902

令和５年度の主な事業・予算を紹介

社協ホームページ社協ホームページ

　市社会福祉協議会では、市民のみなさんと一緒に、　市社会福祉協議会では、市民のみなさんと一緒に、
誰もが安心して暮らしやすいまちづくりを目指して活動をしています。誰もが安心して暮らしやすいまちづくりを目指して活動をしています。
なお、詳しい事業の内容については、本会ホームページをご覧ください。なお、詳しい事業の内容については、本会ホームページをご覧ください。

大
島
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
アス

ク
ー
ル

高齢者、障がい者への介護事業の実施高齢者、障がい者への介護事業の実施

「福祉の里 ともにいきるまち宗像」をめざして「福祉の里 ともにいきるまち宗像」をめざして
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同
セ
ン
タ
ー
で
は
、

障
が
い
の
あ
る
人
や
ピ

ア
サ
ポ
ー
タ
ー
（
障
が

い
の
あ
る
当
事
者
・
家

族
の
相
談
員
）
が
一
緒

に
な
っ
て
活
動
を
す
る

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
茶
話
会
を

開
催
し
ま
す
。
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
、
ピ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
に
よ
る
手
話
教
室

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
在
住
で
、
在
宅
で
介

護
を
し
て
い
る
人
を
対
象

に
「
在
宅
介
護
者
一
日
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー

は
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る

人
の
「
心
」
と
「
か
ら
だ
」

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
目
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
行
先
は
、
田
川

方
面
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
介
護
の
手
を
休
め

て
、
介
護
者
同
士
で
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
？

２
月
19
日
（
日
）、
メ

イ
ト
ム
宗
像
　
結
工
房

で
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で

ビ
ー
ズ
作
り
体
験
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
短
冊

状
に
切
り
取
っ
た
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
に
絵
や
模
様

を
描
き
、
ト
ー
ス
タ
ー

　
障
が
い
の
あ
る
人

で
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
通
じ
て
仲
間

づ
く
り
を
し
た
い
人
の

参
加
を
待
っ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
初
め
て

の
参
加
も
大
歓
迎
で

す
！

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
日
時
　
７
月
２
日

（
日
）
午
前
10
時
受

付
～
正
午
解
散
予
定

●
場
所
　
河
東
コ
ミ
セ

ン
・
大
会
議
室
Ａ
、

Ｂ
●
対
象
　
障
が
い
の
あ

る
人

●
定
員
　
10
人
程
度

●
参
加
費
　
３
０
０
円

（
お
茶
、
お
菓
子
代
）

●
申
込
期
間
　
６
月
23

日
（
金
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先
　

　
同
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
34
）
２
４
１
１

　
FAX
　（
34
）
２
４
２
２

●
主
催
　
市
、
市
社
会
福
祉

協
議
会

●
日
程
　
７
月
５
日
（
水
）

●
対
象
　
市
内
在
住
で
、
在

宅
で
介
護
し
て
い
る
人

●
行
先
　
田
川
方
面（
予
定
）

●
参
加
費
　
１
０
０
０
円

●
募
集
人
員
　
25
人
（
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
申
し
込
み
方
法
　
6
月
20

日
（
火
）
ま
で
に
市
社
会

福
祉
協
議
会
あ
て
に
氏

名
・
住
所
・
連
絡
先
・
介

護
を
し
て
い
る
人
の
氏
名

を
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
む

で
温
め
、
ビ
ー
ズ
に
し

た
も
の
を
使
っ
て
ス
ト

ラ
ッ
プ
を
作
り
ま
し

た
。
参
加
者
は
色
の
組

み
合
わ
せ
を
考
え
な
が

ら
、
思
い
思
い
の
絵
や

模
様
を
描
き
、
色
鮮
や

か
な
作
品
に
仕
上
げ
て

い
ま
し
た
。
１
本
は
自

分
用
、
も
う
１
本
は
プ

レ
ゼ
ン
ト
用
と
し
て
、

相
手
の
喜
ぶ
姿
を
思
い

浮
か
べ
な
が
ら
作
っ
て

い
ま
し
た
。

第
１
回
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
参
加
者
募
集

「
ゆ
っ
た
り
茶
話
会
」

第
３
回
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
報
告

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
ビ
ー
ズ
作
り
体
験
」

　地域のお宝ってなぁに？
　地域で暮らしている人の『知恵』や『工夫』、『特技』をはじめ、近所づきあいや仲間同士の集まり、
公民館や集会所、公園などを活用した活動などを「地域のお宝（地域資源）」と呼んでいます。

　今回は、自由ヶ丘南1区会の町の駅構想、
公民館を活用した居場所づくりについて紹介
します！
　自由ヶ丘南1区会では、昨年の秋、公民館
のリニューアルを機に高齢者から子どもまで
通える居場所ができました。

　公民館のリニューアルに向けて、区会では
住民アンケートを実施し、多くの人が集い、
気持ちよく過ごせるように「事務室」や「図
書室」など話し合いの場ができました。子ど
もたちが“南1区とまり木ステーション”の
看板制作を手伝い、今回のリニューアルは大
人だけでなく子どもたちも巻き込んだ取り組
みになりました。

　また、「何か運動がしたい」との住民の声か
ら始まった、『いっくいっくケアビクスサーク
ル』は、昨年８月から、第２、第４木曜日に
開催され、現在10人参加しています。料金は
月２回で500円。
　今では、それぞれの名札もつくり、みんな
でおしゃべりしながら楽しいグループとして
活動しています。
　おしゃべりを通した脳と身体のトレーニン
グ、生きがいや介護予防、認知症予防にもつ
ながっています。

　公民館は、高齢者と子どもの集いの場となっ
ています。子どもにとっては人をいたわる気
持ちを育み、思いやりやマナーが身につく場、
高齢者にとっては、子どもとの触れ合いを通
して自分の役割を見つけ、活力が生まれる場
としての効果が期待されます。

　自由ヶ丘南１区公民館は、市内にお住まい
の人、近所の子どもたちから地域の人まで、
どなたでも利用できます。
　ぜひ、気軽に見学・参加してください。

■問い合わせ先
　市社会福祉協議会 ☎ （37） 1300
　地域支え合い推進員・田中

つながれつながれ
ひろがれひろがれ
地域福祉！地域福祉！
シリーズシリーズ●●47

色鮮やかな模様が描けました

ハサミで切り、
トースターで温めます

紐に通
して

完成！

土･

日
曜
日
、祝
日
を
除
く
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

☎（
34
）２
４
１
１
　
　（
34
）２
４
２
２

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　a

a
w
0
9
1
8
0
@
h
k
g
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FAX

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
宗
像
市
役
所
・
北
館
１
Ｆ
）

【
香
典
返
し
】（
敬
称
略
）

・（
故
）安
部
忠
光（
池
田
）

・（
故
）入
江
ミ
ツ
エ（
鐘
崎
）

・（
故
）豊
福
那
智
雄（
大
島
）

・（
故
）田
志
ヱ
イ
子（
大
島
）

・（
故
）中
野
攻
次（
平
井
）

・（
故
）杉
本
フ
ヂ
エ（
河
東
）

・（
故
）安
部
高
彦（
石
丸
）

・（
故
）丸
井
次
晴（
大
島
）

・（
故
）白
土
敦
子（
自
由
ヶ
丘
）

・（
故
）髙
橋
奈
津
子（
神
湊
）

・（
故
）花
田
安
子（
神
湊
）

【
一
般
寄
附
】

・
池
田
泰
行

（
令
和
５
年
４
月
30
日
受
付
分
ま
で
）

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
随
時
寄
付
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
振
込
や
現
金
書
留
等
で

も
受
け
付
け
が
出
来
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め

に
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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本
会
は
、
む
な
か
た
タ
ウ
ン
プ
レ
ス
を
音
に
し
て
届
け
る

　
　
　
　
　
　
　  

「
声
の
広
報
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活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
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社
協
だ
よ
り
は
、
偶
数
月
発
行
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
年
間
６
回
）
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法
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像
市
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社
協
だ
よ
り
は
、
偶
数
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発
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で
す（
年
間
６
回
）

社
協
だ
よ
り
は
、
偶
数
月
発
行
で
す（
年
間
６
回
）

在
宅
介
護
者
一
日
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集

自由ヶ丘南１区会自由ヶ丘南１区会
町の駅構想～公民館を活用した居場所づくり～町の駅構想～公民館を活用した居場所づくり～

南１区とまり木ステーション

住民の方々から寄贈された本で
楽しむ図書室 住民の声から始まった

いっくいっくケアビクスサークル

ご
寄
付

ご
寄
付

ご
寄
付


